
赤井川村生活支援体制整備協議体
（赤井川村たすけあい隊） ／　赤井川村

 赤井川村敬老会の今とむかし」上：令和元年敬老会　下：昭和３８年度敬老会（提供：山口　麻未  氏） 

　朝に息を吸えば、喉に凍みる季節となりました。冬がまえの時期ももうすぐですね。
雪深くなる時期にも、赤井川村の隣近所ではたくさんの繋がりが息づいています。
　お一人で不安に感じていることはありませんか？お近くのたすけあい隊の方へ、一言
でもご相談ください。つながりを持つことから支え合いが始まります。

　　　　（赤井川村たすけあい隊メンバー　一同）

あいさつあいさつ

赤井川村地域支え合い情報誌
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ＳＯＳネットワークをご存じですか？

◇模擬訓練が行われました◇
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　８月23日(金)役場にて赤井川駐在所長監修のも
と訓練を実施しました。役場職員をはじめ駐在
所、消防、社会福祉協議会、地域包括支援センター
など村内の電話窓口を担当する職員、計１９名が
参加しました。
　各員が相談対応にあたる心構えを学ぶと共に、
意見交換から改善点等を協議しました。今後は、よ
り村内の皆様に活用していただけるネットワークへ
拡充、随時お知らせをして参ります。 ▲住民役と職員役での相談対応訓練

　赤井川村の中で撮られた、昔の写真を募集しています。撮られた年代、場所、
どのような場面かなど、あわせてお知らせください。
他コーナーでも掲載されたい取組、人物、場所なども募集しています。
「生活支援コーディネーター　上妻」までご連絡ください。取材に伺います。

＞＞ご連絡先⇒健康支援センター　　電話：0135-35-2050＜＜

　 ■《表紙の写真募集します》



挿絵：水野　定子氏
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。
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初
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。

　

村
の
小
さ
な
煙
草
屋

葛
原
　
多
恵
子

この人は誰？ この場所はどこ？  

　赤井川村のメインストリートに沿って建つ、たばこ屋  兼  のんびり休憩所の「河村商店」。
今回は店主　葛原さんが描くエッセイから　出会いの一幕をご紹介します。

第４回 



　日本舞踊「西川流」師範の桐木蕭子さんがご指導さ
れています。創立は昭和５５年１０名のメンバーから始
まり、村内行事へは恒例のご参加をされています。
　現在は５名で活動されており経験年数は様々。「本
当に舞踊が好きな方に来て欲しい」とお話してください
ました。
　舞踊には女踊りと男踊りがあります。表現も多彩で、
傘、扇子、手ぬぐいなどの小道具による表現も。ゆった
りとした動きに見えますが一曲を終えるごとに汗だく
に！「意外に筋肉を使うのよ」と、舞踊はきれいな体づ
くりにも一役買われているとのことでした。

　日ノ出地区にお住まいのミリケン恵子さん、駄菓子を販売する傍、
紙芝居も読んでいます。ほか小樽市のベーカリーのメロンパンの販売
もあり、どなたでもお越しいただけるようになっています。
　「小銭を握りしめて通う駄菓子屋は、いつの時代も子どもが主役の
『子どもの社交場』。拍子木を打って子ども達を集め、皆に糸引き飴を
配ってから始まる紙芝居もまた、子ども達の色褪せぬ思い出を生んで
きました。その『情景』を赤井川の子ども達にも残したいと駄菓子屋
を始めました。赤井川にできた『古くて新しい』子どもの
社交場です。どうぞ地域の皆様にも温かく見守っていた
だきたいと思います。」と想いを伝えてくださいました。

■場所：赤井川村生活改善センター
■月日：毎週木曜日　
■月謝：2,000円
■連絡先：桐木  蕭子師範まで

■場所：カルデラ公園駐車場
■月日：毎週水曜日　午後５時から
 　　　　（悪天候の場合お休み
　　　　　暗くなれば時間は早まります）

美容室さちさんと▶
着付けと髪結いを。



　月に１度のサロンには、毎回２０名以上の方のご参加があります。
６５歳以上の村民の方をお呼びし、様々なプログラムを行ってい
ます。
　今月はボランティアの方も参加され「敬老会」が開かれました。
茶器を使ってお抹茶を点て、ほっと一息。おかわりも続々出るほど
でした！
「久しぶりに会ったね、あんた元気にしてたかい？」と顔をのぞく方や
「昔お茶を習ってたんだよね」と懐かしむ方も。
　　　　　　村民の方により楽しみを持っていただけますように今
　　　　　　後も催しを企画されているとのことでした。冬の催し
　　　　　　も、ぜひご期待ください。

■場所：赤井川村健康支援センター
■月日：毎月 区会回覧にてお知らせします
■連絡先：赤井川村地域包括支援センター
                          ≫0135-48-5205≪

　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　

　本年度、「開村１２０周年記念聞き書きプロジェクト」が実施されています。村史とは趣旨を画し、人
間味に溢れた村民さんたちの実際の話し言葉をそのまま文章として書き起こして、１冊の本にしていき
ます。
　今回はこの事業にボランティアでご参加されています方の想いをお聞きしました。

　「昔」とは「今」があるからこそ過去の存在に
なり、その「昔」を生きた方の営みがあったから
こそ「今」の自分たちの暮らしがある。
　自分たちの住んでいた場所の有り様を文字に
残すことで、先人の知恵やかつての暮らしの良
さ、経験を生きたまま残し続けていく。その中
から今の時代が学ぶべき所が必ずある。これら
は残そうとして遺るものになる。そこに意味を感
じ聞き書きに参加していますね。
　ある方の取材で、「死んだじいさんの話、もっ
と聞いておけばよかった」と最後に一言。その一
言に聞き書きに携わることの全てが凝縮されて
いたと思っています。
　言葉を少しでも残していくことで、後を生きる
方たちへ気付きや、大切な思いを抱くきっかけ
になるのではないかな･･･。　　　　　　　　

　　高松　重和さん

　文章を書くことの多い私は、この数年の間に
「つなぐ」という言葉を、何百回と使っている。ど
うやらこの言葉には相当数の意味がある一方、
残念ながら、現代ほどこの「つながり」を失った
時代もないかと思う。
　開拓から始まったそれぞれの物語には、幾多
の苦難と、それを乗り越えた分の大きな喜びに
溢れていたであろう。けれども、年月と共に人は
世を去り、遺した言葉もまた消えていく。聞き書
きとは、絶えず流れ消え逝く物語を文字にして
起こし、次の世代へとつなぐことである。そこか
ら生まれた工夫や知恵は、便利であることを当
たり前にしてきたこれからの世代に、必ず大き
な財産となるだろう。今回名乗り出た「橋渡し
役」で、彼らの人生が色あせること無く、繋げら
れるよう頑張りたい。　　　　　　
　　　　　　　　　　ミリケン　恵子さん

話したい方は実は多くいらっしゃる。 「つなぐ」のは時代、そしてそれぞれの人生という物語

「村の暮らし聞き書き」
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